
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

      外  観             資料室             テープカット 

玄  関             和室大広間             玄関ホール 

キッチン               洗面室             シャワー室                                              

４ 
・ 
３ 

 

＊同窓会館改修記念式典 
４月８日(木)１３時から１４時に改築工事が終わった同窓会館前で同窓

会長の山田様を始め、同窓会役員の方々と校長、生徒会長、機械工作クラブ

や体育クラブ生等の学校関係者３０名が集まり、同窓会館の改築を祝うセ

レモニーが行われました。 

同窓会館は、昭和 49 年に建築後、本校同窓会により和歌山県に寄附受納

されました。平成25年頃から老朽化に伴い使用中止となっておりましたが、

この度（県）教育委員会教育総務課及び（県）公共建築課が実施した大規模

改修工事により、令和３年３月に完成しました。 

屋内は檜がふんだんに使われ、資料室を始め浴室やシャワー室も完備し、

クラブの合宿等では快適に利用できる施設に生まれかわりました。マナー

を守り、大切に使わせて頂きます。 

 

 

和歌山工業 

 高等学校 
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＊離任式 
４月５日（月）校長、教頭を含め１９名の先生方が退職、転出で和工

を離れることとなりました。それぞれの先生が和工で勤務した日々を振

り返り、生徒のみなさんに熱い思いのメッセージを語ってくれました。 

お別れは大変寂しいですが、先生方のこれからの人生や赴任先でのご活

躍を祈り、生徒一同拍手でお見送りしました。 
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＊入学式 
 

４月９日（金）に７学科３４１名の新入生を迎 

え、入学式を挙行しました。今年の入学式は、式 

次第の短縮や、席と席の間隔を空けるなどコロナ

ウイルス感染症対策を取りつつ、体育館で行うこ

とができました。入学許可の後、学校長からの式

辞では入学生に「和歌山工業高校生としての誇り

をもつ」ことを心に留めておいてほしい。また、

１００年以上の歴史があり、今も県内外で活躍さ

れている先輩方から今日バトンが手渡されたこと

を自覚してほしい。というお話をされました。更

には①自らの考えを表現する活動にしっかりと取

り組んでほしい。②自分自身をかけがえのない大

切な存在であることを自覚し、周りの人に対して

も大切に思い感謝の気持ちを持つように。③当た

り前のことが当たり前にできる人になってほし

い。と願われました。入学生のみなさんはこれら

のことを胸に刻み、充実した３年間を送ってほし

いものです。 

ぐ中、学校長からは、「積極的に体験して、実感 
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＊スポーツ用具の寄贈 
 

４月２６日（月）、三友工業株式会社様より

公式試合用バレーボール１０球、陸上競技用ス

ターティングブロック３台を寄贈していただ

きました。 

本校の校友会企業でもあり、毎年インターン

シップの受け入れや求人もいただいています。 

今回、コロナ禍の中、部活動を頑張る生徒を応

援しようとスポーツ用品をいただきました。有

効に活用し、期待に応えられるよう頑張ってい

きたいです。 

 

写真４ 

写真７ 

 

写真７ ＊新任式・始業式 
 

４月８日（木）、体育館において令和３年度新任式・始

業式が行われました。 

新任式では校長先生を始め１５名の先生方が転入さ

れ、紹介されました。生徒のみなさんも数日前の離任式

でお世話になった先生方をお見送りしたばかりで、新た

に赴任された先生方への期待は大きいことでしょう。 

 その後、始業式では松本校長から「当たり前のことが

当たり前にできる高校生なってほしい。できていない場

合は今日から始めよう。」更に、「本校での残された期間

にしっかり自分を磨き、鍛え、一層輝く和工生になる努

力を重ねてください。」という訓示がありました。簡単そ

うに聞こえる言葉ですが、約１２００名の生徒が集団に

なったとき完遂することは思っているより難しいことだ

と思います。しかし、一人ひとりの生徒のみなさんがこ

の言葉を頭に置き、日々努力を積み重ねれば、細かい注

意や指導がなくても自ずと素晴らしい学校になるでしょ

う。私達教職員はこの言葉通りになるよう生徒のみなさ

んと一緒に頑張りたいと思っています。 

 

頑張ろう！和工生!! 


